
 
 

    

 春
の
お
彼
岸
も
過
ぎ
、
花
冷

え
や
寒
の
戻
り
が
あ
る
と
は
言

え
、
季
節
は
確
実
に
春
へ
、
サ

ク
ラ
の
開
花
を
待
つ
ば
か
り
と

な
り
ま
し
た
。 

 東
日
本
大
震
災
の
復
興
・
創
生 

あ
た
た
か
い
春
は
待
ち
遠
し

い
の
で
す
が
、
今
年
の
三
月
十

一
日
で
一
万
八
千
人
を
超
え
る

死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
を
迎

え
ま
し
た
。
私
た
ち
の
街
、
我

孫
子
市
も
被
災
地
の
一
つ
で
す

が
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た

被
災
地
、
特
に
原
発
の
放
射
能

に
よ
る
二
次
被
害
を
受
け
て
い

る
東
北
各
地
は
未
だ
復
興
・
創

生
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。 

暮
ら
し
の
基
盤
再
生
は
、
よ

う
や
く
山
場
を
越
し
た
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
被
災
地
が
以
前

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
に
は
復
興

庁
を
は
じ
め
と
し
た
政
府
の
一

層
の
後
押
し
が
必
要
で
す
。
特

に
、
復
興
へ
の
息
の
長
い
取
り

組
み
に
は
若
い
力
を
欠
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
災
地
の

子
供
た
ち
に
対
し
て
、
専
門
家

に
よ
る
継
続
的
な
心
の
ケ
ア
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。 

 保
護
主
義
の
台
頭 

海
外
で
は
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

が
決
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ

ー
ス
ト
を
標
ぼ
う
す
る
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
台
頭
、
隣
国
、
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
脅
威
、

中
国
の
軍
事
大
国
化
、
フ
ラ
ン

ス
や
ド
イ
ツ
の
選
挙
動
向
に
よ

っ
て
は
世
界
が
保
護
主
義
に
傾

注
し
て
い
く
政
治
の
動
き
に
は
、

大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。 一

方
、
日
本
の
政
治
も
学
校

法
人
・
森
友
学
園
の
小
学
校
開

設
を
巡
る
数
々
の
疑
惑
問
題
、

国
会
に
よ
る
国
政
調
査
権
が
き

ち
ん
と
機
能
す
る
の
か
否
か
、

国
民
の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
森
友
学
園
問

題
に
も
登
場
し
た
日
本
国
の
防

衛
を
司
る
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る

大
臣
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
内
戦

を
派
遣
部
隊
の
日
報
に
あ
る

「
戦
闘
」
を
「
武
力
衝
突
」
と

言
い
換
え
た
り
、
あ
や
ふ
や
な

記
憶
で
虚
偽
と
言
い
切
る
人
間

性
な
ど
、
今
の
日
本
の
政
治
の

信
頼
性
を
危
う
く
し
て
い
る
代

表
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

 平
和
の
尊
さ 

真
の
「
戦
争
の
悲
惨
さ
」
を

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
到
底
表

現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

先
日
観
た
映
画
「
こ
の
世
界
の

片
隅
に
」
で
感
じ
る
こ
と
は
、

広
島
の
呉
市
に
十
八
歳
で
嫁
い

だ
主
人
公
「
す
ず
」
の
何
気
な

い
日
常
を
描
い
た
戦
時
下
の
街
、

戦
争
や
原
爆
の
生
々
し
い
描
写

は
少
な
い
が
、
戦
後
七
十
二
年

の
現
代
、
多
く
の
若
い
世
代
が

戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
り
、
戦
争
体
験
を
伝
え

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
こ
の
映
画

に
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。 

第
八
十
九
回
選
抜
高
校
野
球

が
開
幕
し
ま
し
た
。
途
中
、
太

平
洋
戦
争
で
五
年
間
中
断
し
ま

し
た
が
、
七
十
年
目
の
節
目
を

迎
え
た
大
会
で
す
。
選
手
諸
君

は
野
球
が
で
き
る
幸
せ
、
平
和

の
尊
さ
を
強
く
感
じ
て
、
大
い

な
る
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
来
た
る
二
〇
二

〇
年
の
東
京
五
輪
で
は
、
野
球

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
三
大
会
ぶ

り
に
復
活
し
ま
す
。
平
和
の
尊

さ
を
謳
歌
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
た
い
も
の
で
す
。 

 

《
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

行
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治

に
無
関
係
で
は
け
し
て
、
生
き

て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
》 

     

◆
三
月
定
例
市
議
会
◆ 

 二
月
二
十
二
日(

水)

～ 

三
月
十
五
日(

水)

二
十
二
日
間 

 

《
主
な
議
案
》 

 

三
月
定
例
市
議
会
の
議
案
は 

全
二
十
五
件
、
請
願
一
件 

「
就
学
援
助
の
充
実
を
求
め
る

請
願
書
」
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印南 宏 現在の主な役職 
 
我孫子市議会 
教育福祉常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
都市計画審議会委員 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長 

 
連合千葉 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

 
電機連合 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール協会 顧問 など 

 



○
農
業
拠
点
施
設
を
管
理
す
る
指
定

管
理
者
の
指
定
（
非
公
募
で
あ
び

ベ
ジ
を
指
定
管
理
者
と
す
る
） 

○
我
孫
子
市
職
員
の
育
児
休
業
等
、

勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
改
正 

○
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
／
市
税

条
例
等
の
一
部
改
正 

○
印
鑑
条
例
／
市
民
農
園
の
閉
園 

（
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
） 

○
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

を
図
る
た
め
の
手
続
き
条
例
の
制

定 

○
市
道
路
の
認
定
・
変
更
（
七
路
線

の
認
定
と
五
路
線
の
変
更
） 

○
二
十
九
年
度
一
般
会
計
＆
特
別
会

計
予
算
・
二
十
八
年
度
一
般
会
計

＆
特
別
会
計
補
正
予
算 

 

《
主
な
争
点
》 

 

議
案
第
十
二
号
我
孫
子
市
農
業
拠

点
施
設
の
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」
が
主
な
争
点
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
六
月
初
旬
に
手
賀
沼
親

水
広
場
、
水
の
館
内
に
我
孫
子
市
農

業
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

 
 

提
案
さ
れ
た
議
案
十
二
号
は
、
農

業
拠
点
施
設
を
運
営
す
る
指
定
管
理

者
の
指
定
を
非
公
募
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
は
制

度
上
、
公
募
（
自
由
競
争
）
が
原
則

で
あ
る
べ
き
だ
が
、
市
は
指
定
さ
れ

る
「(

株)

あ
び
ベ
ジ
」
に
は
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
び
こ
ん
」
を
五
年

半
運
営
し
て
き
た
経
緯
や
実
績
が
あ

る
と
し
て
、
非
公
募
で
「（
株
）
あ
び

ベ
ジ
」
に
指
定
管
理
を
さ
せ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

争
点
は
選
考
委
員
会
の
委
員
も
非

公
募
で
あ
る
こ
と
や
、
選
考
の
過
程

で
の
委
員
の
採
点
根
拠
が
不
明
確
な

こ
と
な
ど
が
議
会
で
指
摘
さ
れ
、
土

地
も
建
物
も
備
品
も
す
べ
て
市
が
準

備
し
、
公
募
せ
ず
に
株
式
会
社
に
管

理
を
指
定
す
る
の
は
公
平
で
は
な
い

な
ど
指
定
管
理
者
の
選
定
の
妥
当
性

が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。 

（
全
議
案
可
決
承
認
） 

            

         

■
宏
は
こ
う
考
え
る 

個
人
質
問
か
ら
抜
粋 

 
 

～
子
供
の
貧
困
と 

義
務
教
育
に
つ
い
て
～ 

 

平
成
二
十
五
年
に
成
立
し
た
「
子

供
貧
困
対
策
法
」
に
基
づ
い
て
、
平

成
二
十
六
年
に
国
の
方
針
と
し
て
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
子
供
の
貧
困
対
策

大
綱
」
を
読
ん
で
み
る
と
、「『
学
校
』

を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
総
合

的
な
子
供
の
貧
困
対
策
の
展
開
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
何
か
、
そ
れ
は

土
台
と
な
る
場
所
の
事
で
す
。
就
学

の
義
務
が
課
さ
れ
た
小
中
学
校
は
義

務
教
育
で
す
。
義
務
教
育
だ
か
ら
こ

そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
が
通
っ
て

い
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の

就
学
前
教
育
や
高
等
学
校
に
も
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、

一
〇
〇
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
一
〇
〇
％
通
う
義
務
教
育
の
小
中

学
校
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

十
分
に
活
用
し
、
福
祉
的
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
国
は
必
要
と
考
え
て
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が
整
備
さ
れ

て
い
る
も
の
と
私
は
理
解
を
し
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
全
て
の
子

ど
も
が
通
う
義
務
教
育
学
校
を
土
台

に
し
て
、
福
祉
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

た
め
の
要
の
存
在
で
あ
る
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
呼
称
※

Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
一
つ
に
し
て
も
、
大
幅
に

拡
充
す
る
方
針
を
国
は
示
し
て
い
ま

す
が
、
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま

す
。
学
校
現
場
か
ら
発
せ
ら
れ
る
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
信
号
を
し
っ
か
り
と
キ
ャ
ッ

チ
し
、
福
祉
へ
と
確
実
に
つ
な
い
で

い
く
機
動
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
、

必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 ※
「
Ｓ
Ｓ
Ｗ
」：
問
題
を
抱
え
た
子
ど

も
や
保
護
者
に
対
し
、
面
談
や
家
庭

訪
問
を
行
い
、
学
校
組
織
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
、
子
ど
も
の
問
題
を
深
刻

化
す
る
前
に
発
見
す
る
な
ど
、
解
決

す
る
仕
組
み
を
練
り
上
げ
て
い
く
人
。 

             

～
産
業
振
興
：
企
業
立
地
方
針
と

住
工
混
在
解
消
策
～ 

 

産
業
の
振
興
は
当
市
に
お
い
て
、

恒
久
的
な
財
源
の
確
保
や
財
政
基
盤

を
強
化
す
る
意
味
で
、
最
も
重
要
な

施
策
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
税

                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

＊詳細は議会だより、市議会 
HP の録画等、いつでも 
みることができます＊  

http//www.discussvision.net/ 
abikosi/2.html 
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大和自治会防災訓練 

に参加して 

 

布佐南小学校卒業式 

３月議会　　印南宏の個人質問

１．教育・福祉行政
　子どもの貧困と義務教育
　　・給食費未納者と福祉へのつながり　　・完全給食の現状と食育
　　・ＳＳＷの配置と福祉につなぐ機能強化
　　・子どもの学習支援事業　　　　　　　　　・子ども食堂
　高齢化するひきこもり対策
　　・ひきこもり高齢化の実態把握　　・相談件数の推移（千葉県各ｾﾝﾀｰ）
　　・生活困窮者自立支援事業におけるひきこもり対策と就労支援
　　・啓発活動と今後の支援方法
２．産業行政
　企業立地方針と住工混在解消策
　　・工場集団化事業の行方　　・企業立地推進策
　　・２９年度工業系土地利用の方向性   

http://www.sozai-library.com/sozai/8835


収
の
確
保
、
雇
用
の
増
大
策
は
自
治

体
の
生
き
残
り
に
か
け
た
施
策
と
し

て
、
最
も
ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ

て
い
る
最
大
の
事
業
で
す
。
し
か
し
、

当
市
の
施
策
と
し
て
最
も
遅
れ
て
い

る
事
業
が
、
こ
の
産
業
振
興
だ
と
私

は
考
え
て
お
り
ま
す
。
企
業
立
地
の

推
進
と
住
工
混
在
解
消
に
向
け
た
各

事
業
の
遅
れ
は
、
当
市
の
持
続
可
能

な
自
治
体
経
営
に
近
い
将
来
、
大
き

な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。 

今
日
ま
で
三
十
数
年
に
及
ぶ
、
住

工
混
在
解
消
策
の
取
り
組
み
は
、
事

実
と
し
て
全
く
進
展
せ
ず
、
事
業
の

目
的
で
あ
る
市
内
企
業
の
市
外
へ
の

転
出
を
阻
止
す
る
と
い
っ
た
基
本
的

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
果
た
す
こ
と
は
で

き
ず
、
事
業
の
遅
れ
と
共
に
、
市
内

の
優
良
企
業
が
市
外
に
転
出
し
、
大

き
な
損
失
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
平
成
二
十
八
年
の
九
月
議

会
、
会
派
代
表
質
問
と
し
て
は
二
十

八
年
三
月
に
も
「
産
業
振
興
に
つ
い

て
」、
質
問
と
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
議
会
の
施
政
方
針
で
、
昨

年
十
二
月
に
、
住
工
混
在
解
消
に
向

け
た
工
場
集
団
化
事
業
へ
の
参
画
を

辞
退
す
る
企
業
が
出
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
心
配
し
て
い
た
こ
と
が

起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平
成
二

十
五
年
度
に
新
設
さ
れ
た
企
業
立
地

推
進
課
、
同
年
度
に
策
定
さ
れ
た
我

孫
子
市
企
業
立
地
方
針
は
、
一
体
何

だ
っ
た
の
か
、
産
業
振
興
に
対
す
る

や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
熱
意
や
使
命

を
執
行
部
に
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
こ

と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
二

十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
み
て

も
、
三
百
七
十
六
億
円
の
内
、
産
業

振
興
の
予
算
で
あ
る
商
工
費
は
約

三
・
七
億
円
、
約
一
％
の
み
で
す
。

こ
れ
で
「
企
業
を
育
て
る
ま
ち 

我

孫
子
」
を
果
た
し
て
構
築
し
て
い
け

る
の
か
、
将
来
に
対
す
る
持
続
可
能

な
市
政
運
営
に
心
配
は
増
す
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。
優
先
度
を
上
げ
て
、

産
業
振
興
に
努
め
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                     

■
お
知
ら
せ
■ 

 <

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
！>

 
 

我
孫
子
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
第
三
回
議
会
報
告
会

を
市
内
四
会
場
で
実
施
し
ま
す
。
今

回
は
、
天
王
台
地
区
で
会
場
を
一
ヶ

所
増
や
し
、
平
成
二
十
九
年
三
月
議

会
で
審
議
す
る
二
十
九
年
度
当
初
予

算
に
関
す
る
報
告
、
そ
し
て
議
員
定

数
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

特
に
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
意
見
に
基
づ
い
て
議
会
運

営
委
員
会
で
今
年
中
に
結
論
を
出
す

形
で
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
奮
っ

て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
          

    
  

<

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す>
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＊議会報告会のご案内　【日時・会場】＊

平成29年5月20日（土）
　　　湖北台近隣センター　　　 9：30～11：30
　　　近隣センターふさの風　 14：00～16：00

平成29年5月21日（日）
　　　天王台北近隣センター　　9：30～11：30
　　　我孫子南近隣センター  14：00～16：00
　
 ※会場はいずれも多目的ホールで行います

 

我孫子市立布佐中学校吹奏楽部
♪　第８回春のコンサート　♪

＜日時＞　２０１７年４月１日（土）　１４：００時開演
＜会場＞　我孫子市立布佐中学校体育館
＜指揮＞　青井　眞吾
＜ゲスト＞　吉田　真澄（Sop）布佐小&布佐南小吹奏楽部
　　　布佐中学校３年特設合唱団&アンサンブル・ルミエール

※各自で履物のご用意を。駐車場はありません。  
 

 
 

＊詳細は議会だより、 
市議会 HP の録画等、 

いつでもみることができます＊   
http//www.discussvision. 

net/abikosi/2.html 

 

 

   

新木駅舎改修竣工式・記念式典 



 
    

◆
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
自
営

業
者
や
無
職
、
非
正
規
社
員
の
保
険

で
あ
る
。
運
営
は
市
町
村
が
行
い
、

我
孫
子
市
で
は
約
二
割
五
分
の
市
民

が
加
入
し
て
い
る
。
平
成
三
十
年
度

か
ら
国
保
制
度
の
改
正
で
千
葉
県
が

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
る
。
今
後
、
我
孫
子
市
の

国
保
料
は
、
千
葉
県
か
ら
示
さ
れ
る

「
標
準
保
険
料
率
」
を
基
に
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
我
孫
子
市
で
負

担
す
る
金
額
（
納
付
金
額
）
は
年
齢

構
成
の
差
異
を
調
整
し
た
後
の
医
療

費
水
準
と
所
得
水
準
な
ど
の
調
整
を

行
っ
て
算
出
さ
れ
る
。
直
近
の
我
孫

子
市
の
医
療
費
水
準
は
、
千
葉
県
五

十
四
市
中
、
十
九
番
目
、
所
得
水
準

は
十
六
番
目
で
あ
り
、
こ
の
順
位
を

考
慮
す
る
と
納
付
金
が
上
が
り
、
三

十
年
度
以
降
、
現
在
の
保
険
料
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
と
な
る
可
能
性
が
予
想

さ
れ
る
。
急
激
な
国
保
料
の
ア
ッ
プ

は
、
滞
納
者
の
増
加
を
生
む
こ
と
に

つ
な
が
る
。
市
は
今
後
の
国
保
制
度

改
正
の
動
向
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
、
慎
重
に

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
保
加
入

者
も
、
今
後
市
か
ら
発
せ
ら
れ
る
国

保
関
係
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
制
度
の
動
向
を
見
定
め
る
必
要

が
あ
る
。
海
の
向
こ
う
の
米
国
で
は
、

新
大
統
領
が
「
オ
バ
マ
ケ
ア
」（
医
療

保
険
制
度
改
革
）
の
撤
廃
を
明
言
し

て
い
る
。
米
国
は
、
全
国
民
対
象
の

公
的
な
医
療
保
障
が
な
い
唯
一
の
先

進
国
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
私

た
ち
は
日
本
の
国
民
皆
保
険
の
大
事

さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
に
な
る
。 

  

◆
文
科
省
は
今
年
二
月
十
四
日
、
次

の
学
習
指
導
要
領
を
公
表
し
た
。
指

導
要
領
は
、
日
本
中
の
ど
こ
の
学
校

で
も
同
じ
教
育
内
容
が
学
べ
る
よ
う

に
国
が
定
め
た
も
の
。
約
十
年
に
一

回
、
内
容
が
見
直
さ
れ
る
。
小
学
校

は
平
成
三
十
二
年
度
、
中
学
校
は
平

成
三
十
三
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

今
回
、
大
き
く
変
わ
り
そ
う
な
の
が
、

小
学
校
の
英
語
。
今
は
五
～
六
年
生

で
ゲ
ー
ム
や
遊
び
を
通
じ
て
英
語
に

親
し
む
「
外
国
語
活
動
」
の
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
三
年
後
に
は
、

三
～
四
年
生
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
五

～
六
年
生
は
英
語
が
正
式
な
「
教
科
」

と
な
り
、
教
科
書
が
使
わ
れ
、
授
業

時
間
も
大
幅
に
増
え
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
も
小
学
校
で
必
ず
教
わ

る
よ
う
に
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

動
か
す
た
め
の
考
え
方
を
学
ぶ
。
ま

た
、
全
て
の
授
業
の
進
め
方
と
し
て
、

話
し
合
い
や
発
表
を
中
心
と
す
る

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を

増
や
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
は
分
量

の
多
さ
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
能
弁
で

親
切
な
指
導
要
領
で
あ
る
。
現
在
、

学
校
現
場
で
は
大
量
採
用
期
の
ベ
テ

ラ
ン
先
生
が
退
職
期
を
迎
え
、
急
速

な
教
員
の
入
れ
替
わ
り
期
に
入
っ
て

い
る
。
学
校
が
長
年
培
っ
て
き
た
指

導
方
法
や
、
教
員
文
化
の
伝
承
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
教
え
る
先
生
も

教
え
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
も
、
大
き

な
負
荷
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。 

  

◆
男
性
が
求
め
る
女
性
は
、
こ
う
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
ん
な
女
性
を
見

つ
け
た
ら
、
絶
対
に
手
放
し
て
は
い

け
な
い
。
こ
ん
な
意
見
が
ネ
ッ
ト
で

報
じ
ら
れ
て
い
た
。 

①
あ
な
た
以
上
に
知
的
で
あ
る
②
あ

な
た
の
「
美
の
基
準
」
を
満
た
し
て

い
る
③
や
さ
し
く
母
性
本
能
が
強
い

④
つ
ら
い
時
も
笑
顔
⑤
愛
情
は
心
の

底
か
ら
⑥
妥
協
し
て
く
れ
る
⑦
一
緒

に
い
て
安
心
で
き
る
⑧
肝
心
な
と
き

は
叱
っ
て
く
れ
る
⑨
芯
が
強
く
て
女

性
ら
し
い
⑩
何
か
熱
い
も
の
を
持
っ

て
い
る
⑪
向
上
心
が
あ
る
⑫
こ
の
世

界
の
だ
れ
よ
り
も
大
切
だ
と
思
う
な

ら 納
得
の
十
二
箇
条
で
あ
る
。
ま
た
、

女
性
が
男
性
に
求
め
る
結
婚
条
件
は
、

①
安
定
し
た
収
入
②
仕
事
が
で
き
て

信
頼
さ
れ
て
い
る
③
相
性
が
良
い
④

見
た
目
が
タ
イ
プ
⑤
価
値
観
が
合
う

⑥
働
く
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
⑦
具

体
的
に
将
来
を
考
え
て
い
る
⑧
二
人

で
生
活
す
る
意
識
が
高
い
⑨
常
識
的

な
金
銭
感
覚
⑩
決
断
力
が
あ
る
⑪
モ

ラ
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
気
質
で
は
な
い
⑫
お

互
い
の
家
族
を
大
事
に
す
る 

こ
ん
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
た
ら
、
失

っ
て
か
ら
気
付
く
の
で
は
遅
す
ぎ
る
。

い
ま
目
の
前
に
い
る
人
を
大
事
に
し

よ
う
。
そ
ん
な
戒
め
の
十
二
の
特
徴

な
の
だ
と
私
は
理
解
を
し
た
。 
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印南 宏 後援会・自宅 

〒270-1108 

我孫子市布佐平和台 7-1-18 

TEL： ７１８９－１５９８ 

 
※後援会事務所の連絡先が変更になりました 
 
E-MAIL： hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
ﾌﾞﾛｸﾞ ： http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
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